
ま
ち
の
ひ
と

－
多
久
で
見
つ
け
た
－

あ
ッ
!

「「
秋

季
釈

菜
秋

季
釈

菜
」（

多
久

聖
廟

）
」（

多
久

聖
廟

）
２
０
２
5

２
０
２
5
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よ
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よ
り



　令和 ７ 年 ９ 月市議会定例会は、 ９ 月30日から10月23日まで（会期24日間）開かれました。今回は ６ 人の議員
が市政一般に対する質問を行い、議案や予算などについて審議を行いました。また今議会では令和 ６ 年度各種
決算についても、審議を行いました。
　市長から提出されました23件（条例 ３ 件、予算 ５ 件、決算 ９ 件、その他 ６ 件）の議案について審議し、いず
れも原案どおり可決しました。

 令和 ７ 年　 ９ 月定例会

（
甲
議
案
）
予
算
以
外
の
議
案

　

�

多
久
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　
地
方
税
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
主
な
内
容
）

　
・�
個
人
市
民
税
に
係
る
特
定
親
族
特
別
控
除
の

創
設

　
　
《
施
行
日
》
令
和
８
年
１
月
１
日

　
・�

加
熱
式
た
ば
こ
に
係
る
市
た
ば
こ
税
の
課
税

標
準
の
特
例

　
　
《
施
行
日
》
令
和
８
年
４
月
１
日

　
・�

公
示
送
達
に
関
す
る
取
扱
い
の
見
直
し

　
　

�《
施
行
日
》
法
附
則
第
１
条
第
１２
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日

　

�

多
久
市
手
話
言
語
の
普
及
お
よ
び
障
害
の
特
性

に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例

　

�　
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
を
普
及
さ
せ
る
と

と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
必
要
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
お
互
い
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
、
地
域
で
支
え
あ
い
な
が
ら
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
《
施
行
日
》
公
布
の
日

（
乙
議
案
）
予
算
に
関
す
る
議
案

　

�

令
和
７
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）

　
▼�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
事
業
（
１
，３
６
７
万
４
千
円
）

　

�　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
次
の
支

援
事
業
に
要
す
る
軽
費

　
①
医
療
機
関
等
物
価
高
騰
対
応
支
援
補
助
金

　
・�
電
気
、
ガ
ス
、
燃
料
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の

長
期
化
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
医
療
機

関
の
経
営
を
支
え
る
た
め
に
、
施
設
規
模
に

応
じ
て
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
【
支
援
内
容
】

　
・
病
院
・
医
院
・
歯
科
医
院

　
　

 

３
２
，０
０
０
円
＋
病
床
数 
× 
１
１
，２
０
０
円

　
・
保
険
薬
局  

１
６
，０
０
０
円

　
②
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
応
支
援
補
助
金

　
・�

電
気
、
ガ
ス
、
燃
料
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の

長
期
化
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
高
齢
・

障
害
者
支
援
事
業
所
の
経
営
を
支
え
る
た
め

に
、
施
設
規
模
形
態
に
応
じ
て
支
援
す
る
事

業
で
す
。

　
【
支
援
内
容
】

　
・
入
所
系
事
業
所

　
　
３
２
，０
０
０
円 

＋ 

定
員
×
３
，２
０
０
円

　
・
通
所
系
事
業
所

　
　
１
６
，０
０
０
円 

＋ 

定
員
×
１
，６
０
０
円

　
・
訪
問
系
事
業
所　
１
６
，０
０
０
円

　
③
医
療
機
関
等
給
食
費
支
援
補
助
金

　
・�

保
険
点
数
に
反
映
で
き
な
い
入
院
患
者
に
提

供
す
る
食
事
の
食
材
費
の
高
騰
分
に
対
し

て
、
事
業
者
負
担
の
一
部
を
負
担
し
支
援
す

る
事
業
で
す
。

　
【
事
業
内
容
】

　
病
院　
使
用
病
床
数 

× 

１
４
，１
７
２
円

９
月
定
例
会
の
主
な
議
案
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▼
新
規
出
店
者
誘
致
支
援
事
業
費
補
助
金

　
　
（
２
０
０
万
円
）

　
�　

市
内
の
空
き
家（
空
き
店
舗
）に
新
規
出
店
す
る
際
に
、

店
舗
改
装
費
を
補
助
す
る
事
業
を
増
額
し
ま
す
。
店
舗
改

装
費
（
上
限
５０
万
円
）
当
初
２
件
分 ⇒

 

４
件
分

　
　
◆�

６
，４
０
１
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
１
５

４
億
７
，１
９
３
万
円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

�

令
和
７
年
度
多
久
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

�　
前
年
度
繰
越
金
を
基
金
に
積
み
立
て
、
前
年
度
精
算
償

還
金
を
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
す
る
な
ど
の
議
案
で
す
。

　
　
◆�

５
，７
１
８
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
２６
億

６
，１
２
７
万
１
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

�

令
和
７
年
度
多
久
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

�　
前
年
度
繰
越
金
を
事
業
主
体
の
広
域
連
合
へ
納
付
す
る

議
案
で
す
。

　
　
◆�

７
８
９
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
３
億
５
，
１
８

５
６
万
円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
�

令
和
７
年
度
多
久
市
病
院
事
業
精
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

�　
余
剰
金
収
入
・
繰
出
金
を
減
額
す
る
議
案
で
す
。

　
　
◆�
１
億
２
６
５
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
２
億

７
２
４
万
２
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
の
う
ご
き

　
◎
総
務
文
教
委
員
会

　
　
９
月
２２
日　
教
育
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

　
　
10
月
28
日
〜
30
日

　
　
　

�

視
察
研
修
（
大
阪
府
岸
和
田
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、

山
口
県
長
門
市
）

　
◎
産
業
厚
生
委
員
会

　
　
８
月
２０
日　
農
業
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会

　
　
９
月
１７
日　
観
光
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会

　
　
11
月
４
日
〜
６
日

　
　
　

�

視
察
研
修
（
群
馬
県
沼
田
市　
金
井
農
園
、
栃
木
県

足
利
市
、
足
利
学
校
）

　
◎
広
報
委
員
会

　
　
７
月
１
日　
第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集

　
　
７
月
８
日　
第
２
回
議
会
だ
よ
り
編
集

　
　
７
月
１５
日　
第
３
回
議
会
だ
よ
り
編
集

　
◎
議
会
運
営
委
員
会

　
　
９
月
26
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
10
月
22
日　
議
会
運
営
委
員
会
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�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業（
４
億
７
，１
５
３
万
４
千
円
）

　

�

物
価
高
騰
で
の
影
響
を
支
援
す
る
た
め

に
、臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
で
す
。

　
・�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業

（
低
所
得
者
支
援
）　
２
億
６
０
８
万
円

　
・�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

�

　
２
億
１
５
９
万
円

　
※�

令
和
７
年
度
発
行
の
多
久
市
団
結
ク
ー

ポ
ン
の
使
用
期
限
は
７
年
１２
月
３１
日
ま

で
で
す
の
で
お
忘
れ
な
く
！

　
ふ
る
さ
と
振
興
事
業�

（
１
９
３
万
円
）

　

�

地
域
活
性
化
の
た
め
基
金
を
活
用
し
た
各

種
活
動
に
対
す
る
助
成
金

　
イ
ベ
ン
ト
事
業

�

　
１１
件　
　
６
５
０
，０
０
０
円

　
人
材
育
成
事
業

�

　
４７
件　
１
，２
８
０
，０
０
０
円

議案質疑議案質疑
提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること

市丸　勝義
■�物価高騰対応重点支援地方創
生臨時交付金事業に要する経
費医療機関等給食費支援補助金 4,337千円
について

Ｑ  �事業の詳細は。

Ａ  �入院施設を持ち、食事を提供している病院に対し
て基準日に入院をされている患者数に単価14,172
円を掛けて、食料品の高騰分を補助するものです。

Ｑ  �補助単価の算定根拠は。

Ａ  �帝国データバンクの調べによると、2024年から
2025年の食料品に係る値上げは2.8％、ひと月世帯

当たり2,456円と予測されています。
　 �多久市内では １ 世帯当たり2.08人ですので、2,456

円を2.08人で割って、 １ 人当たりの月額1,181円に
１２月を掛けた金額で14,172円となります。

Ｑ  �なぜ個人でなく事業者への補助となっているのか。

Ａ  �入院中の食事代は総額と自己負担額が国によって
定められています。したがって物価が高騰しても、
患者さんが支払う額は公定価格で定められていま
すので、今回は事
業者に対して補助
をすることで医療
機関の経営を支え
るものです。

中島　慶子
■�物価高騰対応支援地方創生臨時
交付金事業に要する経費13,674
千円について

Ｑ  �概要と該当施設などの詳細は。

Ａ  �近年の燃料費などの物価高騰の影響を受けている
医療機関・福祉施設などに対して入院患者数・入
所者数・規模に応じ、経済的支援を行うもので、
医療機関については病院 3 か所、医院 7 か所、歯
科医院 6 か所、保険薬局11か所です。また福祉施

設については入所系19か所、通所系32か所、訪問
系18か所で全体６９か所の事業所です。

Ｑ  �歯科との密接業種の歯科技工所は対象でないのか。

Ａ  �保険点数で営業されている医療機関を対象にして
いますので、歯科技工所は対象外です。

Ｑ  �交付金手続きの方法は。

Ａ  �事業所からの申請となりますが、対象となる事業所、
医療機関について把握していますので、手続き漏れ
が無いように万全の対応を図っていきます。

渡島　幸司
■�多久市手話言語の普及および
障害の特性に応じたコミュニ
ケーション手段の利用の促進に関する条
例について

Ｑ  �この条例を制定しようとするにあたってどのよう
な背景があったのか。

Ａ  �手話をはじめとした障害者のコミュニケーション
手段の状況および国や自治体の動きです。法律に
より、手話施策の推進、充実が求められるように
なっています。

Ｑ  �「障害の特性に応じた」とあるが、具体的にはど
のような障害を想定しているのか。

Ａ  �身体や知的、発達障害を含む精神、その他の心身
機能における障害としています。

Ｑ  �施策の推進方針について具体的な取り組みなどは
考えているのか。

Ａ  �手話言語に対する理解の促進および手話言語の普
及、障害の特性に応じたコミュニケーション手段
の利用、コミュニケーション支援者の養成および
確保など、関係団体と連携を図り、施策を推進し
ていきます。
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決
算
特
別
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た
以
下

の
９
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
審
査
お
よ

び
現
地
踏
査
の
結
果
、
予
算
編
成
の
目
的
に

沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
多
久
市
の
令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
決
算

歳
入（
収
入
）は
１
８
０
億
９
，３
４
１
万
１
，

９
３
４
円
で
、
決
算
歳
出
（
支
出
）
は
１
７

７
億
２
，９
３
５
万
９
，６
３
２
円
で
し
た
。

収
入
か
ら
支
出
を
引
い
た
３
億
６
，４
０
５

万
２
，３
０
２
円
か
ら
、
令
和
７
年
度
に
繰

り
越
し
た
６
，５
０
９
万
円
を
引
い
た
２
億

９
，８
９
６
万
２
，３
０
２
円
が
実
質
的
な
収

支
（
黒
字
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
令
和
６
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
》

　
定
住
政
策
推
進�

（
２
，５
９
０
万
８
千
円
）

　
�　

市
外
か
ら
の
転
入
の
推
進
お
よ
び
転
出

者
を
抑
制
す
る
た
め
の
定
住
奨
励
事
業
３

事
業
６
項
目
で
す
。

　
・
子
育
て
若
者
世
帯
定
住
補
助
金

　
　
１６
世
帯
５４
人

　
・
空
き
家
バ
ン
ク
利
活
用
補
助
金

　
　
７
世
帯
１４
人　

　
・
親
元
同
居
増
改
築
等
補
助
金

　
　
４
世
帯
１３
人

　
・
移
住
子
育
て
世
帯
家
賃
補
助
金

　
　
１６
世
帯
５９
人

　
・
移
住
支
援
事
業
補
助
金　
１
世
帯
３
人

　
・
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金

　
　
５８
世
帯
１
２
０
人

　
※�

く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
総
合
政
策

課
ま
で

　

�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

�

（
７
億
４
，４
４
０
万
５
千
円
）

　

�　
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼
品
お
よ

び
事
務
経
費
で
す
。

　
・�

令
和
６
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
お

よ
び
金
額

　
　
６
７
，６
７
２
件

　
　
１３
億
５
９
８
万
６
千
円

　

�

不
良
住
宅
除
去
費
補
助
金�（
４
８
０
万
円
）

　

�　
管
理
不
全
と
な
っ
て
い
る
不
良
住
宅
の

解
体
費
用
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
経
費
で
す
。

　
・
空
き
家
４
件　
　
・
空
長
屋
１
件

　
※
市
内
の
空
き
家　
９
１
０
件

　
　
（
令
和
３
年
度
調
査
）

　
市
制
施
行
７０
周
年
記
念
事
業

�

（
３
７
６
万
７
千
円
）

　

�　

市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
将
来
に
向
か
っ
て
飛
躍
す
る
創
始
の

年
と
位
置
付
け
、
記
念
式
典
や
様
々
な
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

　　

�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業（
４
億
７
，１
５
３
万
４
千
円
）

　

�

物
価
高
騰
で
の
影
響
を
支
援
す
る
た
め

に
、臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
で
す
。

　
・�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業

（
低
所
得
者
支
援
）　
２
億
６
０
８
万
円

　
・�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

�

　
２
億
１
５
９
万
円

　
※�

令
和
７
年
度
発
行
の
多
久
市
団
結
ク
ー

ポ
ン
の
使
用
期
限
は
７
年
１２
月
３１
日
ま

で
で
す
の
で
お
忘
れ
な
く
！

　
ふ
る
さ
と
振
興
事
業�

（
１
９
３
万
円
）

　

�

地
域
活
性
化
の
た
め
基
金
を
活
用
し
た
各

種
活
動
に
対
す
る
助
成
金

　
イ
ベ
ン
ト
事
業

�

　
１１
件　
　
６
５
０
，０
０
０
円

　
人
材
育
成
事
業

�

　
４７
件　
１
，２
８
０
，０
０
０
円

決
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告

決算特別委員会報告
議案乙第１８号 多久市一般会計歳入歳出決算

議案乙第１９号 多久市給与管理・物品調達特別会計歳入歳出決算

議案乙第２０号 多久市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

議案乙第２１号 多久市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

議案乙第２２号 多久市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

議案乙第２３号 多久市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

議案乙第２４号 多久市病院事業会計決算

議案乙第２５号 多久市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議案乙第２６号 多久市下水道事業会計決算

▲70周年記念事業「出張！なんでも鑑定団in多久」▲70周年記念事業「出張！なんでも鑑定団in多久」

▲市制施行70周年 記念式典▲市制施行70周年 記念式典
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�

敬
老
事
業�

（
２
２
２
万
３
千
円
）

　
�　

市
内
最
高
齢
者
お
よ
び
１
０
０
歳
到
達

者
へ
の
表
敬
訪
問
、
敬
老
祝
金
の
支
給

　
・
８８
歳
（
１
万
円
）

　
　

�
１
３
１
人
（
昨
年
度
１
５
９
人
）

　
・
１
０
０
歳
（
３
万
円
）

　

�

　
１６
人
（
昨
年
度
１０
人
）　　

　
・
１
０
１
歳
以
上
（
１
万
円
）

　

�

　
２４
人
（
昨
年
度
２１
人
）　　

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

�

（
２
，４
３
０
万
３
千
円
）

　
・�

介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

一
般
介
護
予
防
事
業
（「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」「
か
み
か
み
百
歳
体
操
な
ど
実

施
。

　
・�

運
転
免
許
証
返
納
ま
た
は
失
効
後
の
移

動
手
段
を
支
援
す
る
た
め
に
タ
ク
シ
ー

運
賃
の
割
引
券
（
運
賃
の
２
割
、
最
大

６
０
０
円
）
を
交
付

　
申
請
者
９１
名　
利
用
枚
数
６
４
３
枚

　
※�

く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
高
齢
・
障

害
者
支
援
課
ま
で

　　
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

		�


（
２
，８
８
２
万
９
千
円
）

　

�　
児
童
の
健
康
の
増
進
や
、
情
操
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
相
談
お
よ
び
指
導

　
　
令
和
６
年
度　
児
童
館
「
あ
じ
さ
い
」

　
利
用
人
数　
３
６
，３
７
９
人

　
　
　
　
　
　
（
昨
年
度
３
１
，３
８
５
人
）

　　
ご
み
収
集
お
よ
び
処
理
事
業

�

（
１
億
３
，８
７
３
万
１
千
円
）

　

�　
ご
み
全
体
の
処
理
量
は
５
，０
７
２
ｔ

（
昨
年
度
５
，２
１
９
ｔ
）
を
３
％
の
削
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
と
ご
み
減
量
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に

分
別
一
覧
を
掲
載
し
て
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　

　
道
路
維
持
修
繕
費

�

（
５
，９
８
０
万
２
千
円
）

　

�　
市
道
路
面
の
状
況
を
調
査
し
計
画
的
に

維
持
修
繕
を
行
い
、
各
地
区
や
地
域
団
体

に
協
力
い
た
だ
い
て
道
路
美
化
・
愛
護
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
・
道
路
愛
護
助
成
金

�

６８
行
政
区
２
団
体　
１
４
８
件

　
※�

各
行
政
区
年
間
３
回
ま
で
申
請
で
き
ま
す

　
消
防
団
活
動�

（
８
１
２
万
９
千
円
）

　

�　
消
防
ポ
ン
プ
車
や
消
防
団
員
詰
所
の
維

持
費
、ド
ロ
ー
ン
を
追
加
配
備
し
ま
し
た
。

　
　
令
和
６
年
度　
火
災
発
生
件
数

　
　
建
物
２
件　
　
そ
の
他
火
災
３
件

　
教
育
費�

（
１
億
３
，４
６
２
万
円
）

　

�　
平
成
２９
年
４
月
に
義
務
教
育
学
校
を
開

設
し
て
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

�　
遠
距
離
通
学
対
策
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
１７
台
で
２４
路
線
を
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

�　

１０
月
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
弓
道
競
技
と
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

　
市
内
義
務
教
育
学
校
児
童
・
生
徒
数
推
移

　

中
央
校

東
部
校

西
渓
校

令
和
６
年
度
７
６
７
人
２
８
０
人
２
１
５
人

令
和
３
年
度
８
２
３
人
３
１
０
人
２
５
４
人

平
成
２９
年
度
８
２
１
人
３
３
１
人
２
８
６
人

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇�

《
付
帯
意
見
と
し
て
》

　
決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
、
今
後
改
善
あ

る
い
は
検
討
を
求
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
施

策
や
予
算
に
反
映
す
る
な
ど
、
適
時
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
付
帯
意
見
し
ま
し
た
。

歳
　
入

　
ま
ず
、
市
税
に
つ
い
て
、
税
の
公
平
性
を

期
す
た
め
、
法
令
に
則
り
滞
納
処
分
を
行
い

つ
つ
、
更
な
る
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
。

　
次
に
、基
金
な
ど
の
財
産
運
用
に
つ
い
て
、

前
年
度
か
ら
金
利
の
水
準
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
た
め
、
安
全
か
つ
効
果
的
な
収
益
を
確
保

す
る
よ
う
に
検
討
し
、
運
用
す
る
こ
と
。

歳
　
出

【
総
務
費
】

　

�　
ま
ず
、
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
が
増

え
た
こ
と
に
関
連
し
、
職
員
の
残
業
が
増

え
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
の

▲あじさい内観▲あじさい内観▲ごみ処理場外観▲ごみ処理場外観

▲クライミング▲クライミング
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で
は
な
い
か
、
残
業
を
減
ら
す
取
り
組
み

や
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
な

ど
配
慮
す
る
こ
と
。

　

�　
次
に
、
職
員
研
修
に
つ
い
て
、
組
織
の

中
で
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
更
に
工
夫
し
て
人
材
育
成
に
努
め
る

こ
と
。

　

�　
次
に
、広
報
活
動
に
つ
い
て
、Facebook,

　

�LIN
E,
X,
Instagram

の
４
種
類
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
写
真
や
動
画
を
用

い
た
魅
力
あ
る
発
信
で
更
に
登
録
者
数
を

増
や
し
、
多
久
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
。

　

�　
次
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
に
関

し
て
、
寄
附
金
は
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

返
礼
品
を
含
め
た
経
費
に
つ
い
て
は
、
法
令

を
順
守
し
、適
正
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

　

�　
最
後
に
、
防
犯
灯
設
置
補
助
金
に
つ
い

て
、
蛍
光
灯
の
生
産
終
了
時
期
が
迫
っ
て

お
り
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
防
犯
灯
は
、
夜
間
の
犯
罪
を
抑
止

し
、
歩
行
者
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
早
め
に
対
応
す

る
こ
と
。

【
民
生
費
】

　

�　

発
達
障
害
児
療
育
訓
練
事
業
に
つ
い

て
、
早
期
の
療
育
が
子
ど
も
の
発
達
支
援

に
良
い
成
果
が
あ
る
と
の
保
護
者
の
声
が

あ
る
。
今
後
も
、
子
ど
も
を
見
守
り
な
が

ら
保
護
者
の
不
安
に
寄
り
添
っ
た
手
立
て

を
講
じ
る
こ
と
。

【
土
木
費
】

　

�　
公
園
遊
具
定
期
点
検
に
関
連
し
て
、
点

検
な
ど
に
よ
り
不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
遊

具
に
つ
い
て
は
、
撤
去
を
含
め
て
早
め
の

安
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後

の
更
新
の
際
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
遊
具
の

導
入
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
。

【
消
防
費
】

　

�　
消
防
団
に
つ
い
て
、
団
員
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
団
員
の
処
遇
改

善
や
組
織
体
制
な
ど
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
見
直
す
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
教
育
費
】

　
�　

義
務
教
育
学
校
費
の
短
期
留
学
制
度
事

業
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
経

験
が
で
き
る
よ
う
、行
き
先
に
つ
い
て
は
、

国
外
に
限
る
こ
と
な
く
、
国
内
で
本
市
と

交
流
が
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
も
検
討
し
、
参

加
者
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

■
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

�　
定
住
促
進
施
策
と
し
て
、
平
成
２６
年
度

に
宅
地
造
成
を
し
、
平
成
２９
年
度
に
分
譲

を
完
了
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
宅
地
造

成
事
業
や
民
間
の
宅
地
開
発
に
よ
る
社
会

動
態
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
事
業
の
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
。

《
現
地
踏
査
に
つ
い
て
》

《
付
帯
意
見
と
し
て
》

　
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
改
修
箇
所

以
外
に
も
木
材
の
腐
食
が
進
行
し
て
い
る
部

分
が
あ
り
、
速
や
か
に
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
。
ま
た
、
木
材
は
、
防
水
・
腐
食
対
策
な

ど
の
継
続
し
た
維
持
補
修
が
必
要
と
な
る
た

め
、
今
後
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る

場
合
は
、
よ
り
耐
久
性
の
高
い
材
質
へ
の
変

更
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

■�ワーキングサポートセンター各種改修工事■�ワーキングサポートセンター各種改修工事

■�宮の前・天ケ瀬・井上線落石対策工事■�宮の前・天ケ瀬・井上線落石対策工事

■�■�南別府線道路改築工事南別府線道路改築工事
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一般質問一覧表一般質問一覧表
多久の

気になる

課題

坂口　絹代 議員
『安心安全の防災対策について』

『若者に選ばれる定住政策について』

市丸　勝義 議員
『市長の選挙公約について』

『交通施策について』

廣橋　時則 議員
『ふるさと納税について』

中島　國孝 議員
『養護老人福祉施設について』
『認知症について』

田渕　　厚 議員
『新市長の政策について』

彌冨　博幸 議員
『少子化対策へのふるさと納税の活用について』
『道路整備とまちづくりについて』
『農業振興について』
『新市長の市政運営について』
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新
市
長
の
政
策
に
つ
い
て

田
渕　
定
住
対
策
の
実
績
と
課
題
は
。

答
弁　
平
成
１９
年
度
か
ら
現
在
ま
で
定
住

対
策
と
し
て
３
，４
９
７
人
（
市
外
か
ら

１
，３
６
４
人
）、
今
年
度
か
ら
の
奨
学
金

返
還
支
援
補
助
金
は
42
人
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

課
題
は
、
転
入
者
よ
り
転
出
者
が
上

回
っ
て
お
り
、
特
に
令
和
４
年
度
か
ら
６

年
度
に
か
け
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

ま
す
の
で
、
転
出
者
対
策
と
考
え
て
い
ま

す
。

田
渕　
急
激
な
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
は
。

答
弁　
地
域
経
済
活
動
の
縮
小
に
よ
る
商

店
街
の
閉
鎖
、
農
林
業
の
後
継
者
不
足
に

よ
る
農
地
の
荒
廃
、
空
き
家
な
ど
の
増
加

に
よ
る
治
安
の
悪
化
、
公
共
交
通
機
関
の

縮
小
、
伝
統
文
化
の
担
い
手
不
足
、
市
の

事
業
継
続
や
公
共
施
設
の
維
持
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

田
渕　
今
年
4
月
か
ら
第
2
子
か
ら
保
育

料
無
償
化
と
な
っ
た
が
、
今
後
、
全
て
の

保
育
料
の
無
償
化
を
進
め
る
の
か
。ま
た
、

無
償
化
す
れ
ば
園
児
数
と
予
算
は
ど
れ
位

に
な
る
の
か
？

答
弁　
令
和
7
年
9
月
1
日
の
０
歳
児
か

ら
2
歳
児
の
市
内
園
児
数
は
１
９
６
人
、

こ
の
う
ち
第
1
子
か
ら
の
保
育
料
無
償
化

の
対
象
園
児
は
74
人
で
費
用
は
２
，２
０

０
万
円
と
試
算
、
現
在
の
第
2
子
以
降
の

対
象
園
児
は
１
２
２
人
で
費
用
は
２
，５

０
０
万
円
で
す
。
今
後
、
０
歳
児
か
ら
2

歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

田 渕 　 厚 議 員

人
口
減
！

子
育
て
対
策
を
急
ぐ

一般質問
養
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て

中
島　
養
護
老
人
福
祉
施
設
と
は
。

答
弁　
65
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
環
境

上
の
理
由
お
よ
び
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

居
宅
に
お
い
て
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
者
を
入
居
さ
せ
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
み
、
社
会
的
活
動
に
参
加
す
る
た

め
に
必
要
な
指
導
お
よ
び
訓
練
、
そ
の
他

の
援
助
を
行
う
措
置
施
設
で
す
。

中
島　
措
置
状
況
は
。

答
弁　
県
内
施
設
に
令
和
7
年
3
月
末
で

6
施
設
40
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
島　
多
久
市
の
施
設
の
、
公
営
時
と
民

営
化
後
の
措
置
者
の
変
化
は
。

答
弁　
令
和
7
年
３
月
末
の
措
置
数
は
市

内
か
ら
25
人
、民
営
化
前
と
比
べ
て
7
人
、

18
％
の
減
、市
外
か
ら
の
措
置
が
19
人
で
、

50
％
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
島　
入
所
者
の
減
少
の
要
因
は
。

答
弁　
以
前
と
比
べ
て
介
護
保
険
を
は
じ

め
と
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
施
設

の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

中
島　
養
護
老
人
福
祉
施
設
の
閉
所
が
増

え
て
い
る
が
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
公
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

担
う
重
要
な
施
設
と
認
識
し
て
お
り
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の
安
心
・
安

全
な
生
活
の
場
と
し
て
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て

中
島　
認
知
症
に
つ
い
て
高
齢
者
を
守
る

た
め
に
も
、
診
断
助
成
制
度
の
導
入
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　
し
っ
か
り
と
検
証
し
た
後
に
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中 島 國 孝 議 員

高
齢
者
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
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一般質問
少
子
化
対
策
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
に
つ
い
て

彌
冨　
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の
活
用
を
拡

大
し
て
「
３
人
出
産
後
、
３
０
０
万
円
お

祝
い
金
」
を
市
の
目
玉
と
し
て
は
。

答
弁　
現
段
階
で
は
出
産
祝
い
金
な
ど
の

現
金
給
付
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、
子
育
て
し
た
く
な
る
街
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
寄
付
者
の
意
向

も
踏
ま
え
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

彌
冨　
砂
原
踏
切
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

す
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
実
施
可
能
な
事
業
を
検
討
し
、
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

彌
冨　
２
０
３
号
線
別
府
橋
交
差
点
を
起

点
と
し
て
県
道
２５
号
線
大
井
出
橋
ま
で
の

直
結
道
路
、
も
し
く
は
佐
賀
公
立
中
央
病

院
前
に
繋
が
る
路
線
の
検
討
は
。

答
弁　
都
市
計
画
道
路
、
別
府
羽
佐
間
線

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
の
都

市
計
画
審
議
会
に
諮
り
、
決
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

彌
冨　
麦
の
種
子
・
暑
さ
に
強
い
水
稲
種

子
・
燃
料
高
騰
へ
の
支
援
策
は
。

答
弁　
今
後
も
関
係
団
体
、
農
家
の
要
望

が
あ
れ
ば
種
子
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
燃
料
は
、
国
の
暫
定
税
率
の

動
向
を
注
視
し
ま
す
。

彌 冨 博 幸 議 員

大
丈
夫
か
人
口
？

出
生
数
も
大
幅
減
続
く

若
者
に
選
ば
れ
る
定
住
政
策
に
つ
い
て

坂
口　
人
口
減
少
の
要
因
で
あ
る
若
い
女

性
の
流
出
原
因
は
。

答
弁　
一
般
的
に
地
方
で
は
若
い
女
性
が

希
望
す
る
職
種
や
仕
事
が
少
な
い
、
賃
金

格
差
、
就
労
環
境
、
性
別
役
割
分
担
意
識

な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
古
い
価
値

観
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
多
久
市
に
お

い
て
は
、
進
学
や
就
職
に
よ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

坂
口　
原
因
や
問
題
を
解
決
す
る
た
め
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
。

答
弁　
多
久
市
の
子
育
て
・
教
育
環
境
を

向
上
し
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
を
目
標
に
設

定
し
、
女
性
の
出
産
・
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
を
行
い
定
住
に
繋
が
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

坂
口　
直
接
子
ど
も
・
若
者
・
女
性
の
声

を
聴
き
、
そ
の
声
を
取
り
入
れ
た
施
策
作

り
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
国
で
示
さ
れ
て
い
る
地
方
創
生

2・0
基
本
構
想
の
目
指
す
目
標
と
し
て
、

若
者
、
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
多
久

市
に
お
い
て
も
若
者
や
、
女
性
の
声
を
聞

き
な
が
ら
政
策
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
な

ど
を
総
合
計
画
な
ど
に
反
映
し
な
が
ら
、

市
の
施
策
や
事
業
の
構
築
に
取
り
組
み
た

い
。

坂 口 絹 代 議 員

子
ど
も
・
若
者
・
女
性
の
声

を
カ
タ
チ
に
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交
通
施
策
に
つ
い
て

市
丸　
厳
木
多
久
有
料
道
路
は
無
料
化
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　
有
料
道
路
の
無
料
化
に
つ
い
て
佐

賀
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
料
金
徴
収
期

間
が
令
和
８
年
７
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
対
応
に
つ
い
て
国

と
協
議
中
で
あ
り
、
無
料
化
は
正
式
に
決

定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

市
丸　
も
し
無
料
化
さ
れ
た
場
合
、
交
通

量
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答
弁　
国
土
交
通
省
が
５
年
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
の
令
和
３
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
厳
木

バ
イ
パ
ス
の
無
料
区
間
で
あ
る
相
知
長
部

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
牧
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
交
通
量
か
ら
推
測
す
る

と
、
国
道
203


号
を
通
過
す
る
車
両
は

大
き
く
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

市
丸　
交
通
量
の
減
少
に
よ
る
、
地
域
の

商
工
業
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
市
内
の
飲
食
店
お
よ
び
商
店
を
利

用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
お
店
に
行
く

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
る
人
が
大
半
と

感
じ
て
い
ま
す
が
、
影
響
に
つ
い
て
は
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
無
料
化
と
な
っ
た
場
合
、
ま
ず
は
交

通
量
の
推
移
な
ど
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
る
か
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

市 丸 勝 義 議 員

厳
木
多
久
バ
イ
パ
ス
無
料
化
!?

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

廣
橋　
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

禁
止
の
影
響
は
。

答
弁　
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
寄
附
者

へ
行
っ
た
調
査
で
は
、
こ
れ
を
機
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
や
め
る
と
回
答
し
た
人
は
非

常
に
少
な
か
っ
た
と
の
結
果
が
出
て
お
り

ま
す
の
で
、
市
場
規
模
は
来
年
以
降
も
変

わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

廣
橋　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
。

答
弁　
令
和
６
年
度
は
１３
億
５
９
８
万
６

千
円
で
す
。

廣
橋　
10
億
円
の
納
税
額
が
あ
っ
た
場

合
、
経
費
を
引
い
て
、
実
際
に
使
え
る
金

額
は
。

答
弁　
半
分
の
５
億
円
が
活
用
で
き
る
金

額
で
す
。

廣
橋　
寄
附
者
は
ど
う
い
う
項
目
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁　
最
も
多
い
項
目
は
、
子
ど
も
の
た

め
の
事
業
で
す
。

廣
橋　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
も
、
転
入
先
と
し
て
多
久
市
を
選
ん

で
も
ら
え
る
た
め
に
0
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
第
１
子
か
ら
保
育
料
の
完
全
無
償
化
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
使
う
こ
と
は
検
討
で
き

な
い
か
。

答
弁　
さ
ら
に
子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち

と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
、
0
歳
か
ら
２
歳

児
の
第
１
子
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も

含
め
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

廣 橋 時 則 議 員

一般質問
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まちのひと
No.6－多久で見つけた－

あッ!

Q&AQ&A

議員たちの横顔

Ｑ.起業したキッカケは
Ａ.�南部小学校跡地の利活用として農業と福祉との連携を
多久市で行いたいと考えました。

Ｑ.多久の好きな所
Ａ.�自然が豊かで人が優しい。

Ｑ.多久市に望むこと
Ａ.�障害のある人が安心安全に暮らせる町。

Ｑ.目指すもの
Ａ.�通所されている方が末永く楽しく通える場所。

Ｑ.一度は行きたい場所は
Ａ.�南極大陸。

Ｑ.子どもの頃の夢は
Ａ.�海外特派員。

Ｑ.あなたのヒーローは
Ａ.�１１年間戦場で生き抜いた帝国
軍人の父。

Ｑ.ストレス解消法は
Ａ.�ゆったり長風呂。

Ｑ.休日の過ごし方
Ａ.�花壇のお手入れ。

Ｑ.あなたのヒーローは
Ａ.�ドジャース大谷翔平選手。

　　〜自己紹介〜
　絵ほど素敵なものはない。
一生で一度描いてみるがい
い。「キャンバス」と「我が
心と大地」を耕せと挑むが
草大盛で絵も発展途上です
（笑）。

　　〜自己紹介〜
　多久市初の女性議員として
６期目に。現在副議長・産業
厚生委員として活動中です。
趣味は読書・書道・詩吟で、
ボランティアで聖廟のガイド
をしています。

団体名　社会福祉法人もやいの会
　　　　障害者支援センターまや
住　所　南多久町下多久6103－2
設　立　２０１３年１２月
理事長　川副　春海
電話番号　0952－76－4600

 障害者の方々の幸せのために頑張っています
〜ひと言メッセージ〜〜ひと言メッセージ〜

彌 冨 博 幸 彌 冨 博 幸 議員議員 中 島 慶 子 中 島 慶 子 議員議員

　まやさんでは、障害者の方が栄養豊富なミディトマト
とおいしい焼き菓子を作り販売されています。

〜取材を終えて〜〜取材を終えて〜

発行／多久市議会　多久市北多久町大字小侍７番地１
　　　℡.０９５２―７５―４８２８　 FAX.０９５２―７５―２１１０　E-mail：gikai@city.taku.lg.jp
編集／議会広報委員会　　印刷／株式会社 音成印刷

インターネット動画配信中！

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会だより 検 索


